
【収支シミュレーションの目的】

【今回の試算の前提】(資料２と同様）

同上

同

【試算結果】

ケース Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36

①西肥自動車 104.2% 100.9% 105.8% 99.7% 96.8% 92.6% 92.7% 92.2% 91.8% 91.3% 90.8% 90.4% 89.9% 89.5% 89.0% 88.5%

①交通局＋させぼバス 93.4% 89.9% 90.4% 91.4% 90.9% 93.0% 95.2% 94.9% 96.9% 98.9% 98.5% 98.1% 97.7% 97.3% 96.9% 96.5%

①合計 99.9% 96.5% 99.3% 96.3% 94.4% 92.7% 93.7% 93.3% 93.8% 94.2% 93.8% 93.4% 92.9% 92.5% 92.0% 91.6%

  収入合計（千円） 3,840,943 3,703,964 3,683,614 3,612,764 3,575,356 3,505,657 3,470,600 3,435,894 3,401,535 3,367,520 3,333,845 3,300,506 3,267,501 3,234,826 3,202,478 3,170,453

  支出合計（千円） 3,843,877 3,838,766 3,709,367 3,751,155 3,787,014 3,780,018 3,703,807 3,683,424 3,627,204 3,573,349 3,554,270 3,535,382 3,516,683 3,498,171 3,479,844 3,461,700

①西肥自動車
104.2% 100.9% 105.8% 99.7% 96.8% 92.6% 92.6% 96.5% 97.9% 99.4% 98.9% 98.3% 97.8% 97.3% 96.8% 96.2%

①交通局＋させぼバス 93.4% 89.9% 90.4% 91.4% 90.9% 93.0% 95.2% 101.1% 102.0% 104.1% 103.6% 103.2% 102.8% 102.3% 101.9% 101.5%

①合計 99.9% 96.5% 99.3% 96.3% 94.4% 92.7% 93.7% 98.3% 99.6% 101.2% 100.7% 100.3% 99.8% 99.3% 98.8% 98.3%

  収入合計（千円） 3,840,943 3,703,964 3,683,614 3,612,764 3,575,356 3,505,657 3,470,600 3,622,023 3,567,780 3,530,944 3,495,505 3,460,421 3,425,689 3,391,302 3,357,260 3,323,558

  支出合計（千円） 3,844,020 3,838,854 3,709,406 3,751,155 3,787,014 3,780,018 3,705,057 3,684,674 3,583,776 3,487,923 3,469,711 3,451,681 3,433,831 3,416,160 3,398,666 3,381,346

②西肥自動車（再編後） 92.8% 96.8% 99.1% 101.4% 111.0% 110.6% 110.1% 109.7% 109.2% 108.8%

②交通局＋させぼバス（再編後） 95.4% 101.4% 103.0% 105.9% 118.0% 117.6% 117.3% 116.9% 116.6% 116.2%

②合計 93.8% 98.6% 100.6% 103.2% 113.7% 113.3% 112.9% 112.5% 112.1% 111.7%

  収入合計（千円） 3,470,600 3,622,023 3,567,780 3,530,944 3,495,505 3,460,421 3,425,689 3,391,302 3,357,260 3,323,558

  支出合計（千円） 3,699,336 3,673,767 3,544,830 3,422,340 3,073,242 3,053,460 3,033,875 3,014,487 2,995,292 2,976,290

　　②－２西肥自動車 92.8% 96.8% 99.1% 101.4% 108.0% 107.5% 107.1% 106.7% 106.2% 105.8%

　　②－２交通局＋させぼバス 95.4% 101.4% 103.1% 106.0% 110.7% 110.4% 110.1% 109.8% 109.5% 109.1%

　　②－２合計 93.8% 98.6% 100.7% 103.2% 109.0% 108.7% 108.3% 107.9% 107.5% 107.1%

 　　 収入合計（千円） 3,470,600 3,622,023 3,567,780 3,530,944 3,495,505 3,460,421 3,425,689 3,391,302 3,357,260 3,323,558

  　　支出合計（千円） 3,699,336 3,673,288 3,544,351 3,421,860 3,205,570 3,184,460 3,163,560 3,142,870 3,122,387 3,102,109

　　②－３西肥自動車 92.8% 96.8% 99.1% 101.4% 106.4% 104.4% 102.5% 100.6% 98.8% 98.4%

　　②－３交通局＋させぼバス 95.4% 101.4% 103.1% 106.0% 109.8% 108.6% 107.4% 106.2% 105.1% 104.7%

　　②－３合計 93.8% 98.6% 100.7% 103.2% 107.7% 106.1% 104.4% 102.8% 101.2% 100.8%

 　　 収入合計（千円） 3,470,600 3,622,023 3,567,780 3,530,944 3,495,505 3,460,421 3,425,689 3,391,302 3,357,260 3,323,558

  　　支出合計（千円） 3,699,336 3,673,288 3,544,351 3,421,860 3,244,315 3,261,950 3,279,797 3,297,852 3,316,114 3,295,836

　　②－４西肥自動車 92.8% 96.8% 99.1% 101.4% 106.4% 101.6% 97.1% 93.0% 89.1% 86.5%

　　②－４交通局＋させぼバス 95.4% 101.4% 103.1% 106.0% 109.8% 106.5% 105.4% 104.2% 103.1% 102.7%

　　②－４合計 93.8% 98.6% 100.7% 103.2% 107.7% 103.5% 100.3% 97.2% 94.2% 92.4%

 　　 収入合計（千円） 3,470,600 3,622,023 3,567,780 3,530,944 3,495,505 3,460,421 3,425,689 3,391,302 3,357,260 3,323,558

  　　支出合計（千円） 3,699,336 3,673,288 3,544,351 3,421,860 3,244,315 3,342,307 3,415,390 3,488,682 3,562,181 3,597,140

・ケース②のように、競合区間３割削減を前提とした再編ができれば、収支は大きく改善する。
・さらに、労働条件を改善するために人件費単価を高めた場合（ケース②－２）、計画的な車両更新を実施した場
合（ケース②－３）とも黒字化が維持される。
・ＩＣカードの設備投資やその運用コストも含めて考えた場合（ケース②－４）、Ｈ34以降は収支は赤字化する。

H31以降、年間20台を目安に新車投入し計画的な車両更新を実施（車両更新
に係る減価償却費を両社合わせてH35にかけて年間２億円程度⇒４億円程度
に引き上げ）
※国はノンステップバス導入を全体の台数の70％を目標にあげている中、
Ｈ27.8月現在、両事業者合わせて11.4％である。それがH36に38%程度とな
る。※バスの平均車齢は２事業者合わせて約17年がＨ36に約15年となる。

H32より全国ＩＣカードの運用開始を想定（初期投資が2.3億円（補助率
50%）、年間運営費が3400万円））
※国はＨ３２年までに全国共通カード仕様導入を推進している

同上

同上

近年の水準を維持する

設備投資の考え方

同上

同上

同上

同上

料金の考え方

H28より料金改
定を実施す
る。

同上

同上

同上

両事業者の競合区間である相浦方面における低乗車率の運行
について、事業者ごとに前後便との統合可能性等を検討し、
それらを積み上げて削減率を試算(9.1%)したうえで、他区間
も同様の削減率として10%と設定した。なお、あくまでも現状
の両事業者における車両運用をベースに検討した。
※概ね２年で総走行キロを１割削減

競合路線３割削減、非競合路線１割削減の前提条件をもと
に、抜本的再編をＨ30までに段階的に実施する。
（H29〜30で非競合路線を1割削減、Ｈ31年4月には競合路線
の再編を完全実施）
※概ね３年で総走行キロを27％削減。

総量（総走行キロ）削減の考え方 人件費単価の考え方

資料２－２収支シミュレーションについて（競合路線の総走行キロ３割削減）

○原価報告書、事業報告書でのH26決算値をベースにH27～H36の11年間の収支をシミュレート○Ｈ26以降の主な設定は以下の通り（両事業者とも同一の設定）
・収入：輸送人員と連動して減少。H28より運賃改定による増収を見込む。
・支出１：輸送費のうち人件費は、社員数と連動して減少。ただし、ケース②－２以下については人件費単価も増加させる。
・支出２：輸送費のうち燃料費は、過去３年実績の平均値をベースに実車走行キロ（輸送人員連動）と連動して減少・支出３：輸送費のうちその他費は、今後の車両・施設等の更新を見込み、過去３年実績の平均値を据え置き。
但し、ケース②－３以下では車両更新費を増加させる。　・支出４：その他の費用については、固定的経費として過去３年実績の平均値を据え置き
・輸送人員は将来人口推計と連動して減少　・実車総走行キロは①～②のケースの前提に沿って減少　・社員数は実車走行キロと連動し、乗務職員数は減少、非乗務職員数はＨ26実績数を据え置き。

○持続可能なバス事業のために、今後必要となる経費の内容を明らかにしたうえで再編実施計画の検討を行う。
　１．労働力不足⇒労働環境の向上、２．バス車両の老朽化⇒低床車両の導入促進、３．ＩＣカードの更新⇒ＩＣカードの機能拡大につながる
　　　※１及び２については形成計画の施策では平成３１年度までに実現、３については平成３２～３６年度までに実現としている

○今後のバス路線再編における収支改善等の効果を算定し、今後の路線再編の効果を定量的に示すもの。

ケース

　　　　ケース①
＊現実的に実現可
能

Ｈ26決算における人件費
単価にて据え置き

ケース
②－４

同上

ケース
②－３

ケース
②－２

人件費単価をH31に県内
の民間バスの平均水準よ
り算出した年収3,700千円
水準に引き上げ

ケース②
＊このケース以

下、現行のやり方
では実現不可能
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Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 

①合計 

②合計 

  ②－２合計 

  ②－３合計 

  ②－４合計 

推計値 

収支率（＝収入／支出） 
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